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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年2月18日(2021.2.18)

【公表番号】特表2018-526784(P2018-526784A)
【公表日】平成30年9月13日(2018.9.13)
【年通号数】公開・登録公報2018-035
【出願番号】特願2018-510832(P2018-510832)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ   3/08     (2018.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/30     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ    3/08     　　　　
   Ｆ２１Ｙ  115:10     　　　　
   Ｆ２１Ｙ  115:30     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年12月16日(2020.12.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　特定の実施形態では、（ｉ）光源光の少なくとも一部又は（ｉｉ）光源光の少なくとも
一部及び第１の発光材料光の少なくとも一部による励起下の第１の発光材料は、第１の発
光材料光の可視波長範囲における全出力の少なくとも６５％を４８０～５８０ｎｍの範囲
内に有するものである。したがって、第１の発光材料は、可視スペクトルの緑色部分にお
いて基本的に発光する。更に一層特に、第１の発光材料光は、５４０～５７５ｎｍの範囲
内の主波長を有する。したがって、第１の発光材料は、特に、励起されると、５４０～５
７５ｎｍの範囲内の主波長を有する第１の発光材料光を提供する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　本明細書では、第２の発光材料は、赤色（赤味を帯びた）発光材料として特に示される
。上記されたように、第２の発光材料光は、６１０～６８０ｎｍの範囲内の発光を特に有
する。更に、光源光の少なくとも一部又は（ｉｉ）光源光の少なくとも一部及び第１の発
光材料光の少なくとも一部による励起下の第２の発光材料が、第２の発光材料光の可視波
長範囲における全出力の少なくとも６５％を、特に少なくとも６２０ｎｍの波長における
全出力の少なくとも４０％を、６１０～６８０ｎｍの範囲内に有するものである場合に、
相対的に高いＲＳＩ及び／又はルーメン効率につながる優れたスペクトル分布が特に得ら
れる。したがって、第２の発光材料は、可視スペクトルの赤色部分において基本的に発光
する。更に一層特に、第２の発光材料光は、６１０～６８０ｎｍの範囲内、例えば６１５
～６８０ｎｍの範囲内の主波長を有する。したがって、第２の発光材料は、特に、励起さ
れると、６１０～６８０ｎｍの範囲内の主波長を有する、特に＞６２０ｎｍの波長におけ
る光強度を有する第２の発光材料光を提供する。
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【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システム光を提供する照明システムであって、
　青色スペクトル領域における光強度を有する光源光を提供する光源と、
　前記光源光の少なくとも一部を、緑色スペクトル領域における光強度を有し、また、少
なくとも９０ｎｍの全幅半値を有する第１の発光材料光に変換する第１の発光材料と、
　（ｉ）前記光源光の少なくとも一部又は（ｉｉ）前記光源光の少なくとも一部及び前記
第１の発光材料光の少なくとも一部を、６１０～６８０ｎｍのスペクトル領域における光
強度を有する第２の発光材料光に変換する第２の発光材料であって、（ｉ）前記光源光の
少なくとも一部又は（ｉｉ）前記光源光の少なくとも一部及び前記第１の発光材料光の少
なくとも一部による励起下での前記第２の発光材料光は、ＲＴにおいて４０ｎｍ以下の全
幅半値を有する１つ以上の輝線を示す、第２の発光材料とを有し、
　前記照明システムは、前記照明システムの第１の設定において、ｘ＝０．３８±０．１
及びｙ＝０．３±０．１の色点（ｘ；ｙ）を有する、前記光源光、前記第１の発光材料光
及び前記第２の発光材料光を含む照明システム光を提供する、照明システムであって、
　（ｉ）前記光源光の少なくとも一部による又は（ｉｉ）前記光源光の少なくとも一部及
び前記第１の発光材料光の少なくとも一部による励起下での前記第１の発光材料光は、前
記第１の発光材料光の可視波長範囲における全出力の少なくとも６５％を４８０～５８０
ｎｍの範囲内に有するものである、
照明システム。
【請求項２】
　前記第１の発光材料は、Ｍ３Ａ５Ｏ１２：Ｃｅ３＋を含み、Ｍは、Ｓｃ、Ｙ、Ｔｂ、Ｇ
ｄ及びＬｕからなる群から選択され、Ａは、Ａｌ、Ｇａ、Ｓｃ及びＩｎからなる群から選
択される、請求項１に記載の照明システム。
【請求項３】
　前記第１の発光材料は、Ｌｕ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ３＋及びＹ３Ｇａ５Ｏ１２：Ｃｅ３

＋の１つ以上を含む、請求項２に記載の照明システム。
【請求項４】
　前記第１の発光材料光は、少なくとも１００ｎｍの全幅半値を有する、請求項２又は３
に記載の照明システム。
【請求項５】
　（ｉ）前記光源光の少なくとも一部又は（ｉｉ）前記光源光の少なくとも一部及び前記
第１の発光材料光の少なくとも一部による励起下の前記第２の発光材料光は、前記第２の
発光材料光の可視波長範囲における全出力の少なくとも４０％を６２０～６８０ｎｍの範
囲内に有するものである、請求項１乃至４の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項６】
　前記第１の発光材料は、５４０～５７５ｎｍの範囲内の主波長を有し、前記照明システ
ムは、前記照明システムの前記第１の設定において、ｘ＝０．３８±０．０２及びｙ＝０
．３±０．０２として、色点（ｘ；ｙ）を有する、前記光源光、前記第１の発光材料光及
び前記第２の発光材料光を含む照明システム光を提供する、請求項１乃至５の何れか一項
に記載の照明システム。
【請求項７】
　前記第２の発光材料は、四価マンガンがドープされたＭ２ＡＸ６を含み、Ｍは、アルカ
リカチオンを含み、Ａは、四価カチオンを含み、Ｘは、少なくともフッ素を含む一価アニ
オンを含む、請求項１乃至６の何れか一項に記載の照明システム。
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【請求項８】
　Ｍは、Ｋ及びＲｂの少なくとも1つ以上を含み、Ａは、Ｓｉ及びＴｉの1つ以上を含み、
Ｘ＝Ｆである、請求項７に記載の照明システム。
【請求項９】
　複数の光源を含み、第1の光源が、前記第１の発光材料に放射結合され、第２の光源が
、前記第２の発光材料に放射結合され、前記照明システムは、前記第1の光源及び前記第
２の光源を制御する制御システムを更に含む、請求項１乃至８の何れか一項に記載の照明
システム。
【請求項１０】
　（ｉ）黄色光の緑色光に対する比率、及び、（ｉｉ）黄色光の赤色光に対する比率のう
ちの１つ以上を光学フィルタの光学軸に沿って下げる当該光学フィルタを、前記第１の発
光材料及び前記第２の発光材料の下流に含まない、請求項１乃至９の何れか一項に記載の
照明システム。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか一項に記載の照明システムを含む、ショーケース。
【請求項１２】
　赤色を有する製品を照明するための請求項１乃至１０の何れか一項に記載の照明システ
ムの使用。
【請求項１３】
　食肉を照明するための請求項１２に記載の照明システムの使用。
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